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SHQ-1
（セタルコニウムクロリドで結晶化）

SHQ-1A
（エチルセルロースで
マイクロカプセル化）

安定型徐放性ハイドロキノン

ハイドロキノンの安定性

「安定型徐放性ハイドロキノン」は、

酸素・熱・光に対して安定しています。

セタルコニウムクロリドによる安定化や、エチルセルロースによるマイクロカプセル化により、化粧品への配合が可能となりました。

【製造元】

商品名 SHQ-1 SHQ-１A

形状 結晶状粉末 マイクロカプセル粉末

全成分表示名称
ハイドロキノン

セタルコニウムクロリド
ハイドロキノン

セタルコニウムクロリド
エチルセルロース

徐放性 ○ ○

溶解性（水） 可溶 不溶

溶解性（エタノール） 易溶 難溶

処方上の注意点

　　　①溶解させず「分散」で混合(油層側に分散)
　　　②pH5.0～6.0程度の環境下に分散
　　　③アニオン系界面活性剤の混合を避ける
　　　④酸化防止剤の混入は有効
　　　⑤加熱は８０℃以下
　　　⑥カルボキシビニルポリマー増粘剤は不可

　①溶解させず「分散」で混合
　②pH5.0～6.0の環境下に分散
　③アニオン、ノニオン系界面活性剤の混合を避ける
　④酸化防止剤を添加することが望ましい
　⑤物理的に加圧しない
　⑥乳化物に混合する場合はpHを中和してから使用

安定化技術

ハイドロキノンはメラニンの合成を阻止し、チロシナーゼ酵素の活性
を抑えると同時に、できてしまったメラニンを還元し取り除く効果がある
と言われています。そのシミ予防抑制・還元美白効果は、日本の代表
的な美白成分ビタミンC（アスコルビン酸）、アルブチンやコウジ酸の10
倍から100倍と言われています。弱点として短時間に酸化して効果が
落ちてしまう上に、肌への刺激が強く、処方が困難な成分でした。
これらを改善すべく最先端の研究により開発された美白成分が
「安定型徐放性ハイドロキノン」です。
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【お問い合わせ先】

化粧品原料部

［東京］ 〒103-0023 東京都中央区日本橋本町4-8-2
［大阪］ 〒541-0045 大阪市中央区道修町1-4-1
［福岡］ 〒812-0007 福岡市博多区東比恵2-20-27
URL：http://www.iwaki-kk.co.jp/

TEL：03-3279-0405
TEL：06-6201-3352
TEL：092-473-0100


